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	応用
	抗原情報
	背景
	EphB2：EPH受容体B2。エフリン受容体とそのリガンドであるエフリンは、特に神経系において、多くの発達過程を媒介します。エフリンは、その構造と配列関係に基づき、グリコシルホスファチジルイノシトール結合によって膜に固定されるエフリンA（EFNA）クラスと、膜貫通タンパク質であるエフリンB（EFNB）クラスに分類されます。Ephファミリーの受容体は、細胞外ドメイン配列の類似性と、エフリンAおよびエフリンBリガンドへの結合親和性に基づいて2つのグループに分けられます。エフリン受容体は、受容体チロシンキナーゼ（RTK）ファミリーの最大のサブグループを構成します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、エフリンBファミリーメンバーの受容体です。
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	EphB2マウスmAb（緑）を用いたHela細胞（左）およびHepG2細胞（右）の免疫蛍光染色。赤：DY-554ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。青：DRAQ5蛍光DNA色素。

